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明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
建
白
裏
合
選
」
初
鰹

『
綴
白
裏
」
の
成
書
と
轄
攣
一

根
 
ケ
 
山

徹

一
 
諸
 
論

 
明
代
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
南
戯
の
復
興
後
、
萬
暦
年
間
に
至
っ
て
戯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
た

曲
の
制
作
は
笹
下
期
を
迎
え
、
彩
多
の
作
者
が
登
場
し
作
品
も
氾
濫
し

た
。
そ
の
受
容
の
形
態
は
階
層
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど

も
、
挿
圖
や
音
量
な
ど
が
施
さ
れ
た
版
本
が
敷
多
く
存
す
る
こ
と
か

ら
、
墨
書
人
証
に
あ
っ
て
は
厘
毛
に
お
け
る
上
演
だ
け
で
は
な
く
、
脚

本
を
手
に
取
っ
て
の
所
謂
讃
曲
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
も
竪
賞
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

 
こ
う
し
た
受
容
形
態
を
承
け
て
、
戯
曲
の
散
繭
や
散
套
の
み
を
輯
め

た
選
本
が
編
ま
れ
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
明
円
か
ら
清
初

に
か
け
て
上
梓
さ
れ
た
彩
し
い
敷
の
戯
曲
の
選
本
に
は
、
當
時
、
建
白

人
を
封
象
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
た
立
山
腔
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
民
衆

を
封
象
と
す
る
徽
調
や
ざ
陽
腔
系
の
溶
質
な
ど
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た

演
劇
が
寓
定
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

 
さ
て
戯
曲
の
選
本
の
な
か
で
最
も
大
部
で
、
後
代
に
ま
で
版
を
重
ね

た
も
の
は
、
清
中
葉
の
乾
隆
二
十
九
年
(
一
七
六
四
)
か
ら
同
三
十
九

年
(
一
七
七
四
)
の
間
に
上
梓
さ
れ
た
『
綴
白
髪
』
十
二
篇
(
以
下
「
通

行
本
」
と
略
言
)
で
あ
ろ
う
。
「
通
行
本
」
に
つ
い
て
は
李
克
明
「
綴
白

襲
新
集
魚
」
に
「
画
調
主
人
 
編
む
所
の
『
綴
白
装
』
、
…
乾
追
丁
未

(
二
十
八
年
・
一
七
六
三
)
の
夏
、
七
子
沽
思
、
繁
を
刷
り
漏
を
補
ひ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き

其
の
奮
に
循
ひ
復
た
其
の
新
を
綴
り
、
當
世
の
音
を
知
る
者
に
謹
ら
か

に
せ
ん
と
欲
す
る
有
り
」
、
程
大
衡
「
綴
白
襲
合
集
序
」
に
「
玩
花
主

人
向
に
『
綴
白
道
」
を
集
め
、
二
子
画
趣
捜
索
し
復
た
増
心
す
」
、

ま
た
李
農
「
綴
白
々
二
連
序
」
に
「
玩
花
主
人
『
綴
白
裏
」
を
編
み
、

已
往
の
傳
奇
を
集
忙
し
て
、
世
人
の
心
底
を
悦
ば
し
む
」
と
言
う
と
こ

ろ
が
ら
、
柵
工
主
人
が
編
ん
だ
租
本
に
至
徳
蒼
が
補
綴
を
施
し
て
成
立

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

、
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圖
一
封
面
、
及
び
叙
文
冒
頭
(
清
重
修
)

明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
襲
合
選
』
初
探
(
根
ヶ
山
)

圖
二

巻
一
第
十
四
・
十
五
葉

 
『
琵
琶
記
』
「
琴
訴
荷
池
」

(
明
刻
)

二
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と
こ
ろ
が
、
北
京
大
星
、
及
び
北
京
聞
書
館
に
は
明
刻
清
康
遅
筆
重

修
の
『
綴
白
裏
合
選
」
(
以
下
『
合
財
』
と
略
構
)
な
る
書
物
が
架
藏
さ

れ
て
お
り
、
「
通
行
本
」
の
成
立
、
ひ
い
て
は
『
綴
白
蓑
』
と
銘
打
つ

選
本
の
轄
攣
が
、
必
ず
し
も
上
掲
序
文
の
記
述
の
ご
と
く
軍
純
で
は
な

い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
雪
嶺
、
『
合
選
』
に
關
し
て
は
、
孫
楷
第
、

傅
席
題
、
周
妙
中
、
臭
新
生
の
諸
氏
に
よ
っ
て
著
録
、
あ
る
い
は
紹
介

さ
れ
て
き
た
も
の
の
(
-
)
、
い
ず
れ
も
引
用
、
概
述
の
域
に
と
ど
ま
り
、

明
末
の
他
の
戯
曲
選
本
と
の
關
係
、
ま
た
『
綴
白
嚢
」
な
る
選
本
轄
愛

の
過
程
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
(
2
)
。

 
そ
こ
で
本
稿
は
、
生
末
に
お
け
る
戯
曲
選
本
の
上
梓
、
と
り
わ
け
戯

曲
脚
本
の
分
化
と
い
う
観
匙
か
ら
『
合
装
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て

報
告
し
、
同
時
に
『
綴
白
襲
』
の
輔
攣
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
 
『
綴
弓
袋
一
三
』

 
『
新
鏑
綴
白
装
合
選
』
四
巻
は
北
京
大
弁
圖
書
館
古
里
善
本
室
に
馬

氏
特
藏
本
(
3
)
と
し
て
四
巻
本
、
及
び
巻
一
の
淺
閾
が
牧
藏
さ
れ
、
北

京
圖
書
館
善
本
特
童
部
に
も
巻
四
の
一
部
が
架
藏
さ
れ
て
い
る
。

 
寸
毫
右
に
は
「
響
岡
樵
隠
/
積
金
山
人
全
身
」
と
隻
行
に
記
し
て
、

そ
の
下
に
「
翼
聖
堂
梓
行
」
と
あ
り
、
中
央
に
は
大
字
で
「
綴
白
裏
合

選
」
と
刻
す
。
楊
身
震
氏
編
著
『
中
國
版
刻
遠
離
』
に
よ
れ
ば
、
翼
聖

堂
は
金
陵
の
書
意
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
(
4
)
。
更
に
左
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三

「
詞
林
抜
粋
」
な
る
遊
印
が
刻
さ
れ
て
該
書
が
醒
齋
の
編
ん
だ
『
白

毫
』
な
る
書
物
に
濫
膓
し
、
敷
次
の
改
訂
を
経
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
言
明
す
る
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
(
5
)
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ

 
 
『
白
軍
』
の
一
書
、
肪
あ
醒
齋
よ
り
し
、
豚
の
後
再
に
至
り
三
に

 
 
至
り
、
別
に
至
り
廣
に
至
る
。
何
ぞ
蕾
だ
に
汗
牛
充
棟
の
み
な
ら

 
 
ん
や
。
但
、
諸
の
選
を
購
ひ
て
玩
賞
す
る
者
、
篇
鉄
の
浩
煩
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
っ

 
 
に
苦
し
む
。
本
坊
 
敦
く
園
先
生
に
請
ひ
、
博
く
歌
林
に
採
り

 
 
て
、
詳
訂
す
る
こ
と
敷
四
。

 
次
い
で
、
「
時
康
煕
歳
次
戊
辰
(
二
十
七
年
・
一
六
八
八
)
華
陽
山
人

漫
題
」
と
署
す
る
「
綴
圓
國
囹
醒
叙
」
が
附
さ
れ
て
い
る
(
6
)
。
重
陽

山
人
が
煤
莱
ｽ
な
る
人
物
か
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

 
冒
頭
に
は
愛
書
は
六
十
種
の
戯
曲
を
輯
録
す
る
と
言
明
し
、
書
名
命

名
の
由
來
に
も
鰯
れ
る
。

 
 
山
人
 
六
十
種
の
絶
妙
を
選
び
て
以
て
書
を
成
す
。
猶
ほ
千
狐
の

 
 
腋
を
探
り
て
以
て
襲
を
成
す
者
な
り
。

 
績
い
て
戯
曲
史
を
概
述
し
た
後
、
該
書
の
内
容
、
編
纂
の
意
圖
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

 
 
薮
の
集
は
興
會
の
及
ぶ
所
、
僻
に
因
り
て
義
を
審
ら
か
に
し
、
義

 
 
に
因
り
て
情
を
審
か
に
す
。
下
里
に
坤
吟
せ
し
逸
士
の
作
多
く
、

 
 
金
轡
に
歎
零
せ
し
思
婦
の
情
切
な
り
。
愚
妹
の
鼓
吹
、
巷
闘
の
童

 
 
謡
は
、
其
の
緬
籍
を
静
べ
、
其
の
梱
慷
を
導
く
に
非
ざ
る
は
無

 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら

 
 
し
。
山
人
精
華
を
咀
ひ
て
糟
粕
を
吐
き
、
陳
腐
を
去
り
て
新
穎
に
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纏
め
、
誉
め
て
以
て
書
を
成
す
。

 
叙
文
に
次
い
で
目
録
が
列
記
さ
れ
、
以
下
、
本
文
へ
と
畏
く
。
各
巻

首
題
は
「
新
鋪
綴
白
嚢
二
選
巻
○
」
、
巻
一
本
文
首
に
は
「
秦
准
二
子

轟
音
/
子
鼠
樵
隠
着
古
/
積
金
山
人
三
新
」
と
記
す
。
秦
准
舟
子
、
欝

岡
樵
隠
、
積
金
山
人
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
二
葉
十
行
行
二
十

字
(
白
は
嘉
月
)
、
眉
墨
に
校
語
を
記
す
。
明
刻
部
分
の
版
椎
は
十

四
・
二
×
二
十
一
・
五
㎝
(
眉
欄
二
・
九
㎝
を
含
む
)
、
清
重
修
部
分

は
十
三
・
六
×
二
〇
・
四
㎝
(
眉
欄
一
・
九
㎝
を
含
む
)
(
7
)
。
軍
邊
有

界
、
無
魚
尾
。
版
心
題
「
綴
白
襲
二
選
 
○
巻
×
」
と
し
て
巻
敷
○
、

葉
敷
×
を
示
す
。
尚
、
生
麺
に
輯
録
さ
れ
る
散
駒
は
以
下
の
三
十
九
種

八
十
七
餉
で
あ
り
、
叙
文
の
言
説
か
ら
す
れ
ば
現
存
す
る
四
巻
本
は
あ

る
い
は
完
本
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

 
巻
一
 
『
琵
琶
記
』
「
伯
書
意
壽
」
「
薬
量
逼
試
」
「
南
浦
囑
別
」
「
臨

粧
感
嘆
」
「
琴
訴
引
池
」
「
中
秋
望
月
」
、
『
鰭
骨
記
』
(
目
録
題
『
北
西

旧
記
」
)
「
悪
霊
奇
逢
」
「
遺
題
墨
引
」
「
墨
字
傳
情
」
「
月
下
二
期
」
、

『
荊
銀
記
」
「
荊
吉
成
聰
」
「
誤
報
三
音
」
「
十
雪
祭
江
」
「
拷
問
梅
香
」
、

『
白
重
記
」
「
新
婚
遊
賞
」
「
猟
同
輩
父
」
、
『
磯
目
記
』
「
怒
書
舗
陽
」
、

『
尋
親
記
』
「
逆
族
逢
親
」
、
『
金
釧
記
」
「
團
艸
遺
釧
」
(
目
録
題
「
葺

草
遺
釧
」
)
、
『
四
徳
記
」
「
捷
報
三
元
」
、
『
細
説
記
』
「
打
設
被
櫨
」

 
巻
二
 
『
幽
閨
記
」
「
兵
火
違
離
」
「
兄
妹
避
難
」
「
途
中
蓬
遁
」
「
幽

懐
密
訴
」
、
『
香
嚢
記
』
「
郵
亭
寄
宿
」
、
『
繰
櫻
記
』
(
目
録
題
『
探
掌

記
』
)
「
破
題
分
挟
」
、
『
金
印
記
』
「
蘇
秦
自
嘆
」
(
目
録
題
「
懸
四
聖

 
 
明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
裏
合
選
」
初
探
(
根
ヶ
山
)

股
」
)
「
周
氏
焼
香
」
、
『
四
喜
記
』
「
禁
苑
呼
名
」
、
『
四
節
記
』
「
摘
妓
遊

江
」
「
摘
妓
東
山
」
「
虚
舟
赤
壁
」
「
騨
三
訂
亭
」
、
「
涜
沙
記
」
「
萢
叢
遊

手
」
「
叢
迎
西
施
」
(
目
録
題
「
郊
迎
西
施
」
)
「
西
施
採
?
浴
v
「
西
施
憶

郷
」
「
萢
叢
扁
舟
」
、
『
連
環
記
」
「
花
中
毒
春
」
「
月
下
投
求
浴
v
「
計
就
連

環
」
、
『
千
金
記
』
「
楚
螢
夜
語
」
「
雨
月
追
再
」

 
血
温
 
『
南
西
勲
記
」
「
佛
殿
奇
逢
」
「
隔
摘
酷
和
」
(
目
録
題
「
隔
塙

酷
和
」
)
「
遣
碑
請
生
」
「
画
期
反
立
」
、
『
玉
箸
記
』
「
談
経
聴
月
」
「
絃

裡
傳
情
」
「
詞
妬
鶯
鳳
」
「
姑
阻
佳
期
」
、
『
出
撃
記
」
(
目
録
題
『
繍
嬬

記
』
)
「
豊
丸
錆
魂
」
「
儒
護
郎
寒
」
「
垂
目
勧
工
」
、
『
玉
虫
記
」
「
三
蓋

極
重
」
、
『
春
上
記
」
「
園
中
選
言
」
、
『
玉
里
記
』
「
玉
篇
寄
眞
」
「
爾
世

姻
縁
」
、
『
金
丸
記
』
「
盒
隠
漕
龍
」
「
捜
求
思
念
」
、
『
勲
労
記
』
「
垂
釣

關
情
」
(
目
録
未
標
記
)

 
巻
四
 
『
紅
彿
記
』
「
佼
策
渡
江
」
「
侠
女
私
奔
」
「
同
調
相
憐
」
、
『
玉

合
記
』
「
邊
遁
章
皇
」
、
『
緑
自
記
」
「
月
下
聴
琴
」
、
『
紫
銀
子
」
「
堕
銀

燈
影
」
「
涙
燭
裁
詩
」
、
『
再
開
記
』
「
霜
紅
窮
怨
」
「
金
水
融
雪
」
「
野
口

牧
春
」
、
『
灌
園
記
」
「
四
十
授
衣
」
「
復
位
」
(
目
録
未
標
記
)
、
『
投
筆

記
」
「
投
筆
寛
封
」
(
目
録
題
「
投
筆
寛
封
」
)
「
金
鑓
問
ト
」
「
夷
邦
早

月
」
(
目
録
題
「
訓
導
酷
月
」
)
、
『
割
符
記
』
「
祝
賢
公
子
」
「
諮
問
兵

符
」
、
『
祝
髪
記
」
「
達
磨
嵩
化
」
、
『
青
杉
記
」
「
坐
灘
青
杉
」
、
『
還
帯

記
』
「
緑
野
優
游
」
、
『
欝
欝
記
』
「
明
皇
賞
花
」
、
『
雪
囲
記
」
(
目
録
、

本
文
題
『
紅
梨
花
記
』
)
「
再
訪
」
(
目
録
題
作
「
再
訪
素
秋
」
)
、
『
明
珠

記
」
「
月
下
窺
花
」
(
目
録
題
「
窓
下
窺
花
」
)
「
騨
館
藏
書
」
「
明
自
重

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
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合
」

 
 
 
『
合
選
』
は
以
上
の
叙
五
葉
、
目
録
七
葉
、
巻
一
全
六
十
葉
、
巻
二

 
全
六
十
葉
(
第
二
十
六
葉
版
心
は
二
十
六
至
二
十
九
に
作
る
)
、
巻
三

 
全
五
十
七
葉
(
第
八
葉
版
心
は
八
三
十
二
に
作
る
)
、
巻
四
全
七
十
葉

 
 
の
計
二
五
九
葉
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
康
煕
年
間
の
一
滴
に
係
る
部
分

 
 
は
、
点
普
浴
A
叙
、
目
録
、
本
文
巻
一
第
一
至
二
葉
(
『
琵
琶
記
」
「
伯
階

 
歯
黒
」
の
冒
頭
二
葉
)
、
巻
王
地
八
葉
(
『
玉
右
記
』
「
遊
遁
章
毫
」
の

 
途
中
一
葉
)
・
十
五
葉
(
『
紫
差
回
』
「
堕
銀
燈
影
」
の
末
尾
、
及
び

 
 
「
涙
燭
裁
詩
」
の
冒
頭
一
葉
)
・
二
十
八
至
三
十
葉
(
『
灌
園
記
』
「
君

 
香
蘭
¥
言
」
の
溶
溶
、
及
び
「
復
位
」
の
冒
頭
三
葉
)
・
三
十
二
葉
(
同

 
 
「
復
位
」
の
途
中
一
葉
)
・
五
十
八
至
六
十
一
葉
(
『
浜
梨
記
』
「
再
訪
」

 
 
の
冒
頭
四
葉
)
・
六
十
八
葉
(
『
明
珠
記
』
「
明
珠
重
合
」
の
途
中
一

 
葉
)
・
七
十
葉
(
同
末
尾
一
葉
)
の
計
二
十
七
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
本

 
文
に
修
補
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
重
重
に
際
し
て
の
増
改
の
痕
は

 
認
め
ら
れ
ず
、
全
て
原
刻
の
面
目
を
保
つ
べ
く
映
葉
部
分
が
忠
實
に
補

 
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
ま
た
輯
録
さ
れ
た
戯
曲
の
時
代
は
、
古
く
は
『
北
西
廟
記
」
『
琵
琶

 
記
」
か
ら
、
『
玉
箸
記
」
『
紡
罷
申
」
『
紅
読
響
」
『
紫
銀
記
」
『
居
組
記
』

 
と
い
っ
た
萬
暦
期
の
作
品
ま
で
で
あ
る
。
加
え
て
叙
文
中
に
「
(
有
)

 
明
の
隆
慶
・
萬
暦
年
間
」
を
意
味
す
る
「
有
明
隆
萬
之
間
」
な
る
語
句

 
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
該
書
は
早
く
と
も
萬
暦
年
間
以
降
に
上
梓
さ

 
れ
、
康
煕
年
間
に
修
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五

 
因
に
『
金
釧
記
」
『
四
節
記
』
『
緑
綺
記
』
は
既
に
侠
し
て
傳
わ
ら

ず
、
と
り
わ
け
『
緑
乙
甲
』
は
『
合
唱
』
に
よ
っ
て
の
み
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

三
 
『
白
白
袋
合
選
』
の
系
統

 
明
代
戯
曲
脚
本
は
上
演
地
域
、
受
容
者
階
層
、
聲
腔
の
差
異
に
よ
っ

て
、
内
容
を
異
に
す
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
散

餉
や
年
歯
を
輯
あ
た
戯
曲
選
本
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な

い
。
そ
の
う
ち
『
当
選
」
(
略
號
〔
合
〕
)
同
様
に
明
末
、
と
り
わ
け
萬

暦
以
降
に
上
梓
さ
れ
、
か
つ
同
じ
散
駒
を
牧
め
る
も
の
に
は
、
管
見
の

及
ん
だ
限
り
次
の
も
の
が
あ
る
(
〔
〕
は
略
號
)
(
8
)
。

〈
第
一
翠
〉

・
梯
藩
主
人
選
輯
・
隠
之
道
三
校
嵩
『
臭
歓
華
雅
』
、
萬
暦
四
十
四
年

 
(
一
六
一
六
)
周
之
標
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
呉
〕

・
許
宇
校
尉
『
詞
林
逸
響
」
、
天
啓
三
年
(
一
六
二
三
)
華
錦
堂
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
逸
〕

・
沖
和
居
士
選
『
恰
春
宵
』
、
崇
詫
間
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
〔
恰
〕

・
沖
和
居
士
選
『
纏
頭
百
論
理
集
』
、
崇
禎
三
年
(
一
六
一
二
〇
)
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
纏
〕

・
即
誓
言
主
人
(
凌
濠
初
)
三
訂
・
椒
雨
季
主
人
嵩
参
『
南
音
三
籟
』
、

 
明
翠
霞
康
煕
増
訂
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
籟
〕

〈
第
二
翠
〉



斯
・
凌
虚
子
輯
『
月
露
音
」
、
萬
暦
間
刻
本
。

・
閾
名
輯
『
賓
徴
歌
集
』
、
萬
暦
間
刻
本
。

・
洞
載
量
士
選
輯
・
湖
南
主
人
校
鮎
『
樂
府
歯
音
」
、

・
止
雲
居
二
選
輯
・
白
雲
山
人
校
鮎
『
萬
堅
清
音
』
、

六
二
四
)
刻
本
。

・
宛
楡
融
手
定
『
珊
珊
集
』
、
国
画
周
之
標
刻
本
。

・
鋤
融
着
人
選
輯
・
媚
花
香
史
批
評
『
玄
無
涯
』
、
明
末
刻
本
。

・
方
來
館
主
人
溝
型
『
豊
肥
清
音
』
、
明
年
刻
本
。

・
玉
茗
堂
主
人
(
湯
顯
租
)
鮎
輯
『
萬
出
癖
麗
』
、
明
末
刻
本
。

〈
第
三
翠
〉

・
劉
君
錫
輯
『
樂
府
脊
華
』
、

堂
王
會
雲
刻
本
。

・
八
景
居
士
選
輯
『
玉
谷
新
簑
』
、
萬
暦
三
十
八
年

劉
次
泉
刻
本
。

・
襲
正
我
選
輯
『
摘
錦
平
金
』
、
萬
暦
三
十
九
年
(
一
六
一

睦
歯
磨
三
懐
刻
本
。

・
黄
文
華
選
輯
・
六
経
画
譜
輯
『
詞
林
一
枝
」
、

志
元
刻
本
。

・
黄
文
華
精
選
『
八
号
奏
錦
」
、

 
 
 
 
〔
月
〕

 
 
 
 
〔
賓
〕

軽
挙
間
刻
本
。

 
 
 
 
〔
音
〕

天
啓
四
年
(
一〔

堅
〕

〔
珊
〕

〔
玄
〕

〔
錦
〕

〔
嬌
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萬
暦
二
十
八
年
(
一
六
〇
〇
)
書
林
三
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
蓄
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
六
一
〇
)
書
林

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
簑
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
)
書
林
敦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
摘
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
至
極
間
位
相
書
林
葉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
詞
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和
暦
間
書
林
愛
日
堂
聖
血
河
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
八
〕

・
程
萬
里
選
・
朱
鼎
臣
集
『
大
明
春
」
、
萬
暦
間
閾
建
書
林
金
型
刻
本
。

 
明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
袋
合
選
」
初
探
(
根
ヶ
山
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
明
〕

〈
第
四
輩
〉

・
黄
文
華
選
輯
『
玉
樹
英
』
、
剥
暦
二
十
七
年
(
一
五
九
九
)
書
林
余
紹

崖
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
玉
〕

・
秦
庄
園
客
選
輯
『
藩
府
薄
墨
」
、
建
暦
三
十
年
(
一
六
〇
二
)
唐
振
吾

 
刻
、
嘉
慶
五
年
(
一
八
○
○
)
新
鏑
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
紅
〕

・
股
啓
聖
彙
輯
『
発
天
樂
』
、
萬
歯
間
閾
建
書
林
態
稔
簑
刻
本
。
 
〔
尭
〕

・
熊
稔
簑
彙
輯
『
早
出
雅
量
」
、
萬
無
間
潭
水
燕
石
居
主
人
刻
本
。
〔
雅
〕

・
黄
儒
卿
彙
選
『
時
調
青
梨
」
、
明
言
書
林
四
知
慮
刻
本
。
 
 
 
〔
青
〕

・
堰
酪
ﾋ
宇
編
『
樂
府
萬
象
新
」
、
明
末
書
軒
合
齢
甫
刻
本
。
 
 
 
〔
象
〕

・
閾
名
輯
『
大
明
天
下
春
』
、
明
末
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
春
〕

 
以
上
の
選
本
を
更
に
時
代
と
傳
青
し
た
地
域
と
に
よ
っ
て
分
か
つ
な

ら
ば
、
明
代
前
牛
期
以
降
、
呉
地
方
に
流
傳
し
た
く
呉
本
〉
(
第
一
翠
)

か
ら
轄
化
し
た
輻
建
系
脚
本
の
〈
閾
本
〉
(
該
當
選
本
無
し
)
を
分
岐

貼
と
し
、
明
代
中
期
以
降
、
南
京
に
流
傳
し
た
く
京
本
〉
(
第
二
華
)

と
、
徽
州
に
流
早
し
た
く
徽
本
〉
(
第
三
翠
)
と
に
豊
富
分
解
し
、
〈
二

本
〉
は
更
に
明
末
清
初
に
江
西
ざ
陽
を
経
由
し
て
幅
建
、
廣
東
、
湖

南
、
四
川
に
流
湿
し
た
〈
ざ
陽
謄
本
〉
(
第
四
至
)
に
攣
濡
し
た
も
の

の
ご
と
く
で
あ
る
(
9
)
。

 
『
合
選
』
が
こ
う
し
た
脚
本
分
化
の
煤
莱
ｽ
な
る
過
程
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
上
掲
の
諸
選
本
と
封
照
す
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
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東
方
學
第
九
十
三
輯

 
巻
一
『
琵
琶
記
』
「
南
浦
量
器
」
は
、
父
親
に
慮
試
を
逼
ら
れ
た
票

琶
が
妻
の
趙
五
娘
と
別
れ
て
旅
立
つ
場
面
で
あ
る
。
趙
五
娘
が
唱
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
だ

【
尾
犯
序
】
三
曲
目
は
、
夫
の
一
刻
も
早
い
割
膝
を
囑
し
、
篤
し
心
を

抱
か
ぬ
よ
う
懇
願
す
る
。
こ
の
曲
を
薄
め
る
十
二
種
の
耳
印
で
は
以
下

の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。

〔
合
〕
(
巻
一
「
南
浦
囑
別
」
)

 
【
尾
犯
序
】
祢
儒
衣
綾
換
青
、
快
着
麗
質
、
早
辮
同
程
、
十
里
紅

 
櫻
、
休
懸
想
黒
帯
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
自
軍
桑
楡
暮

 
景
、
我
型
崩
付
、
野
帳
記
否
、
室
自
語
梶
捏
、

 
儒
衣
を
青
杉
に
換
へ
し
後
、
詰
り
の
鞭
を
速
や
か
に
、
早
に
蹄
路
に

 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
こ
 
 
ゆ
う
か
く
 
 
 
お
い
ら
ん

 
就
か
れ
よ
か
し
。
十
里
の
紅
櫻
に
て
娚
停
を
懸
し
た
ま
ふ
な
。
願
は

 
く
は
、
我
が
芙
蓉
の
帳
の
冷
た
き
を
念
は
ず
と
も
、
老
年
の
懇
親
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
い
つ
け
 
 
 
 
 
 
 
 
か
れ

 
暮
景
を
思
は
れ
よ
。
我
 
頻
り
に
囑
付
せ
し
も
、
伊
 
心
に
留
め
し

 
や
否
や
、
塞
し
く
語
る
こ
と
梶
幌
た
る
の
み
。

〔
奥
〕
(
利
集
「
叙
別
」
)

〔
逸
〕
(
指
巻
「
叙
別
」
)

 
【
尾
犯
序
】
密
謀
置
換
青
、
濡
手
蹄
鞭
、
早
辮
同
程
、
ロ
ハ
伯
十
里
紅

 
櫻
、
休
重
嬰
娚
辱
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
親
桑
楡
暮

 
景
、
親
囑
付
、
知
他
記
否
、
室
自
語
捏
捏
、

〔
恰
〕
(
ざ
陽
雅
調
敷
集
「
分
別
」
)

 
【
尾
犯
序
】
下
衣
纏
換
青
、
快
着
鯖
鞭
、
富
麗
同
程
、
ロ
ハ
伯
十
里
紅

 
櫻
、
重
嬰
嬉
辱
、
也
須
要
町
嘩
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

親
桑
楡
暮
景
、
便
是
親
囑
付
、
知
他
記
否
、
空
十
島
怪
怪
、
室
自
語

幌
怪
、

〔
籟
〕
(
戯
曲
上
巻
「
識
別
」
)

【
尾
犯
序
】
儒
衣
纏
換
青
、
快
着
節
鞭
、
早
辮
同
程
、
十
里
紅
櫻
、

休
重
妻
娚
埠
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
学
業
親
桑
楡
暮
景
、
親

囑
付
、
知
他
記
否
、
室
自
語
幌
梶
、

〔
珊
〕
(
巻
確
聞
・
雲
集
「
囑
別
」
)

【
尾
犯
序
】
祢
儒
衣
織
換
青
、
快
単
蹄
鞭
、
早
辮
同
程
、
十
里
紅

櫻
、
休
懸
着
娚
媒
、
虚
構
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
親
桑
楡
暮

景
、
頻
囑
付
、
知
他
記
否
、
翼
翼
語
梶
怪
、

〔
嬌
〕
(
風
集
「
類
別
南
浦
」
)

【
尾
犯
序
】
下
直
衣
織
換
青
、
快
事
蹄
鞭
、
蚤
辮
同
程
、
十
里
紅

櫻
、
休
懸
着
嬬
埠
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
聾
心
、
也
思
親
桑
楡
暮

景
、
我
頻
囑
付
、
知
他
記
否
、
室
自
警
素
直
、

〔
脊
〕
(
巻
一
・
下
層
「
伯
階
長
亭
分
別
」
)

【
本
序
】
儒
衣
穐
換
青
、
快
着
蹄
鞭
、
早
辮
同
程
、
ロ
ハ
伯
十
里
紅

型
、
休
得
要
重
婚
鼠
輩
、
町
峰
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
想
桑
楡

暮
景
、
親
里
付
、
知
他
記
否
、
我
這
二
言
之
諄
諄
、
他
書
裡
聴
之
漠

漠
、
室
自
語
梶
梶
、

〔
簑
〕
(
巻
之
上
・
下
層
「
五
娘
長
亭
精
留
」
)

【
本
石
】
儒
衣
織
換
青
、
快
着
節
鞭
、
早
辮
同
程
、
十
里
紅
櫻
、
伽

得
要
重
婚
嬉
媒
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
遣
桑
楡
暮
景
、
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親
囑
付
、
知
他
記
否
、
俺
這
重
言
之
諄
諄
、
他
那
里
聴
之
漠
漠
、
室

 
蘭
語
梶
捏
、

〔
摘
〕
(
巻
小
一
・
下
層
「
五
二
長
亭
迭
別
」
)

 
【
本
序
】
儒
衣
纏
換
言
、
産
着
節
鞭
、
早
辮
同
程
、
ロ
ハ
伯
祢
十
里
紅

 
櫻
、
休
得
要
重
婚
花
蜂
、
町
暉
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
量
桑
楡

 
暮
景
、
親
押
付
、
知
他
再
起
、
砂
面
里
言
之
諄
諄
、
他
心
里
聴
之
漠

 
漠
、
室
自
軍
幌
渥
、

〔
明
〕
(
巻
之
四
・
下
層
「
氏
濫
穴
K
長
亭
分
別
」
)

〔
玉
〕
(
巻
三
一
・
下
層
「
男
工
旗
亭
分
別
」
)

 
【
本
序
】
唐
衣
纏
換
青
、
快
右
転
鞭
、
早
辮
同
程
、
只
伯
繕
事
寒
紅

 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
櫻
、
休
得
要
重
婚
聰
埠
、
町
嘩
、
不
念
我
芙
蓉
帳
冷
、
也
底
魚
桑
楡

 
暮
景
、
親
囑
付
、
急
信
記
否
、
這
這
裡
面
之
諄
諄
、
他
良
知
聴
之
漠

 
漠
、
室
自
語
梶
梶
、

〔
青
〕
(
巻
之
首
・
下
層
「
長
亭
分
別
」
)

 
【
語
序
】
儒
衣
言
換
青
、
快
着
蹄
鞭
、
早
辮
同
程
、
白
衣
纏
換
青
、

 
快
着
鋸
鞭
、
早
三
無
程
、
十
里
紅
櫻
、
休
得
要
重
婚
露
量
、
無
過
ロ
バ

 
是
町
嘩
、
町
嘩
、
不
念
奴
家
芙
蓉
帳
冷
、
也
思
親
桑
楡
暮
景
、
就
是

 
高
堂
親
囑
付
、
知
他
屡
々
、
室
自
語
怪
怪
、

 
『
互
選
』
の
曲
僻
は
京
本
系
の
『
珊
珊
集
』
『
萬
蕉
門
麗
』
と
は
同

様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
四
・
五
句
目
「
十
里
紅
櫻
、
休
懸
着
嬉
辱
」

な
る
娩
曲
な
表
現
を
、
臭
本
、
徽
本
、
ざ
陽
愛
書
系
で
は
「
ロ
ハ
伯
十
里

紅
櫻
、
休
重
婁
〔
妻
〕
嬉
媒
」
(
十
里
の
紅
櫻
に
て
嬉
媒
を
嬰
ら
れ
ま

 
 
明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
袈
合
選
』
初
探
(
根
ヶ
山
)

す
な
)
、
「
只
伯
祢
十
里
紅
櫻
、
休
得
要
重
婚
嬉
埠
」
(
…
…
嬬
辱
を
嬰

ら
ん
と
せ
ら
れ
ま
す
な
)
な
ど
と
直
戴
に
表
わ
し
、
第
九
句
目
「
頻
囑

付
」
も
よ
り
親
密
な
表
現
「
親
囑
付
」
(
懇
ろ
に
囑
付
す
)
に
作
っ
て

い
る
。
ま
た
徽
本
、
ざ
陽
腔
本
系
で
は
第
十
・
十
一
句
目
の
間
に
「
我

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
ん
ご
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
ん
や
り

這
遺
言
之
諄
諄
、
他
那
裡
聴
之
漠
漠
」
(
諄
諄
に
訴
え
て
も
、
漠
漠
と

聴
き
流
す
の
み
)
な
る
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
因
に
『
合
選
』
同
曲

の
眉
欄
校
語
に
「
『
懸
着
』
、
一
作
『
重
嬰
」
、
太
露
」
「
『
頻
』
、
一
作

『
親
伊
」
」
と
あ
る
の
は
呉
本
、
唐
本
、
ざ
胃
腔
本
の
諸
本
に
よ
く
合

致
し
、
こ
れ
ら
と
は
系
統
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

 
ま
た
巻
二
『
幽
閨
記
』
「
途
中
避
遁
」
は
、
妹
の
瑞
?
翌
ﾆ
生
別
離
し

た
蒋
世
語
が
王
尚
書
の
令
嬢
瑞
蘭
と
出
直
う
場
面
で
あ
る
。
十
種
の
選

本
に
牧
め
ら
れ
る
こ
の
場
面
冒
頭
で
瑞
蘭
が
唱
う
【
金
?
落
q
】
曲
に
は

次
の
よ
う
な
異
同
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔
合
〕
(
巻
二
「
途
中
選
遁
」
)

 
【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
古
今
愁
、
誰
似
我
目
下
這
様
愁
、
聴
軍
馬

験
、
二
軍
馬
験
、
人
落
語
稠
、
紅
舌
林
中
逃
難
、
恐
有
人
捜
、

古
今
の
愁
、
古
今
の
愁
、
誰
か
我
が
現
今
の
か
か
る
愁
ひ
に
似
ん
。

 
 
 
は

軍
馬
の
駿
せ
る
を
聴
き
、
軍
馬
の
験
せ
る
を
聴
き
、
人
入
り
齪
れ
言

 
 
お
ほ

の
葉
出
し
。
深
林
に
難
を
逃
れ
る
と
も
、
恐
ら
く
は
人
の
捜
す
有
ら

ん
。〔

賓
〕
(
巻
三
「
膿
野
奇
逢
」
)

〔
玄
〕
(
巻
一
「
野
逢
」
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
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【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
古
今
愁
、
尊
話
我
目
下
這
様
愁
、
聴
軍
馬

験
、
聴
軍
馬
験
、
人
言
語
稠
、
向
深
林
中
墨
難
、

〔
蕃
〕
(
巻
之
五
・
上
層
「
世
需
品
野
望
逢
」
)

【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
誰
似
想
我
目
下
這
般
憂
、

急
向
深
林
中
避
、
只
伯
有
人
捜
、

〔
摘
〕
(
巻
之
二
・
下
層
「
世
三
針
野
奇
逢
」
)

【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
編
首
我
目
下
這
再
転
、

恐
有
人
捜
、

聴
得
騒
人
虚
語
、

聴
馬
験
人
岡
語
、
急

 
向
深
林
中
避
、
ロ
バ
伯
有
人
捜
、

〔
詞
〕
(
巻
之
一
・
下
層
「
蒋
世
隆
畷
野
奇
病
」
)

〔
明
〕
(
巻
之
二
・
上
層
「
膿
野
奇
逢
」
)

〔
紅
〕
(
巻
之
十
二
・
邊
遁
類
「
蒋
世
隆
暖
域
遇
王
瑞
蘭
」
)

〔
象
〕
(
巻
二
・
上
層
「
世
隆
曖
野
奇
逢
」
)

〔
春
〕
(
巻
之
八
・
上
層
「
世
隆
曝
野
奇
逢
」
)

 
【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
誰
似
我
目
下
這
般
憂
、
聴
馬
駿
人
調
馬
、
急

 
向
深
林
中
避
、
只
伯
有
人
捜
、

〔
発
〕
(
巻
之
下
・
下
層
「
畷
野
奇
逢
」
)

 
【
金
?
落
q
】
古
今
愁
、
誰
似
我
目
下
這
般
憂
、
下
馬
三
人
岡
宮
、
急

 
向
深
林
中
避
、
恐
伯
有
人
捜
、

 
『
合
選
』
の
曲
僻
は
、
京
本
系
の
『
饗
徴
歌
集
』
『
玄
雪
譜
』
と
は

同
様
で
あ
る
が
、
第
六
句
目
以
降
は
、
徽
本
、
ざ
陽
素
本
系
の
諸
本
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
わ
ぐ

は
「
男
並
騒
人
話
語
、
急
向
深
林
中
夜
、
ロ
バ
伯
有
人
捜
」
(
人
の
岡
語

を
聴
き
つ
け
て
、
急
ぎ
深
林
に
難
を
逃
れ
し
も
、
恐
ら
く
は
人
の
捜
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九

有
ら
ん
)
、
「
経
理
騒
人
岡
語
、
急
前
野
林
中
避
、
ロ
ハ
〔
恐
〕
伯
有
人

捜
」
(
馬
の
験
せ
人
の
岡
語
を
聴
き
つ
け
て
、
…
)
な
る
口
語
的
韻
文

短
句
に
作
っ
て
お
り
、
【
金
?
落
q
】
無
縫
來
の
姿
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か

に
失
語
で
あ
る
(
-
o
)
。

 
巻
三
『
玉
箸
記
』
「
姑
阻
佳
期
」
は
、
女
貞
観
に
寄
寓
す
る
矯
風
正

が
相
思
の
女
道
士
陳
嬌
?
翌
ﾆ
の
約
に
赴
く
場
面
で
あ
る
。
【
月
見
高
】

二
曲
目
の
女
貞
観
主
の
叔
母
が
必
正
を
見
舞
め
て
叱
責
す
る
暴
死
に

は
、
五
種
の
選
本
で
次
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。

〔
合
〕
(
巻
三
「
姑
阻
武
芸
」
)

 
書
到
不
讃
、
祢
到
那
裡
閑
走
。

 
書
物
も
讃
も
う
と
は
せ
ず
、
何
庭
へ
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
出
掛
け
ら
れ
ま

 
す
。〔

賓
〕
(
巻
四
「
姑
阻
佳
期
」
)

 
書
函
不
讃
、
騰
馬
那
裡
閑
走
。

〔
詞
〕
(
巻
之
一
・
下
層
「
播
必
正
姑
阻
佳
期
」
)

 
祢
在
那
里
閑
走
來
。

〔
八
〕
(
巻
之
三
・
上
層
「
踏
舞
上
期
」
)

〔
尭
〕
(
巻
之
上
・
下
層
「
播
必
正
姑
阻
佳
期
」
)

〔
青
〕
(
巻
之
首
・
上
層
「
姑
阻
二
期
」
)

 
葉
叢
那
里
閑
遊
走
來
。

 
『
合
選
』
の
「
書
到
不
言
」
は
京
本
系
の
『
下
直
歌
集
』
に
も
見
ら

れ
、
讃
書
を
怠
っ
て
ま
で
逢
引
に
出
向
く
必
正
の
禮
教
に
惇
る
行
動
を



m 戒
あ
る
と
い
う
言
外
の
含
み
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
徽
本
、
ざ
陽
湖
本

系
の
四
本
で
は
こ
の
句
は
刷
去
さ
れ
て
い
る
(
1
1
)
。

 
更
に
脚
本
の
地
域
差
に
よ
る
曲
白
の
異
同
を
注
記
す
る
葉
適
思
人
増

改
定
本
『
詞
壇
清
心
琵
琶
記
』
、
同
『
(
北
)
西
廟
宇
』
(
天
啓
元
年
・

一
六
二
一
刊
)
の
校
語
に
よ
っ
て
『
合
選
』
の
翰
墨
を
検
す
る
と
、
例

え
ば
『
琵
琶
記
』
「
星
行
囑
別
」
(
『
密
命
』
作
「
南
浦
囑
別
」
)
に
お
い

て
、
票
琶
と
趙
孫
娘
が
別
離
の
悲
哀
を
唱
う
【
謁
金
門
】
曲
の
眉
欄
に

は
「
京
本
・
閾
本
『
成
折
散
』
、
早
撃
徽
本
『
輕
白
散
』
(
容
易
に
離
別

す
)
、
遅
筆
『
難
捨
難
擁
』
(
離
れ
難
く
忍
び
難
し
)
、
京
本
云
『
難
捨

擁
』
、
從
古
本
也
」
と
言
い
、
『
予
選
』
の
同
曲
は
校
語
に
示
す
京
本
の

曲
僻
の
ご
と
く
「
骨
肉
一
朝
黒
質
散
、
可
憐
難
捨
擁
(
骨
肉
も
一
朝
に

し
て
離
別
す
、
思
ひ
が
残
り
忍
び
難
し
)
」
と
黒
影
な
表
現
に
作
っ
て

い
る
。

 
ま
た
牛
小
草
と
共
に
あ
り
な
が
ら
難
詰
が
趙
五
二
を
思
い
遣
る
「
弄

絃
寄
悲
」
(
同
「
門
訴
生
蝋
」
)
【
桂
枝
香
】
曲
に
は
「
京
本
作
『
奮
絃

 
 
 
 
 
 
 
す
で
に

勇
断
』
(
古
き
絃
は
最
早
断
て
り
)
、
『
已
』
字
太
宰
…
了
、
從
徽
本
『
欲
』

字
妙
、
亡
者
、
乃
欲
漸
而
未
断
之
絃
也
、
從
『
危
』
字
詰
妙
」
と
注
記

す
る
。
『
合
選
』
の
こ
の
曲
は
主
語
に
言
う
ご
と
く
些
か
直
裁
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
京
本
同
様
に
「
奮
絃
已
断
」
に
作
っ
て
い
る
。

 
『
北
西
廟
記
』
「
錦
字
傳
情
」
で
鶯
鶯
へ
の
手
紙
の
内
容
を
張
生
か

ら
知
ら
さ
れ
た
紅
娘
が
唱
う
【
後
庭
花
】
曲
に
は
、
「
円
本
『
式
三
思
』

(
思
慮
深
く
)
、
不
通
、
今
宿
京
本
」
な
る
校
語
が
附
さ
れ
て
、
實
際

 
 
明
六
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
裏
合
選
』
初
探
(
根
ヶ
山
)

に
曲
僻
は
「
祢
也
式
聴
明
、
武
無
思
、
式
風
情
、
武
浪
子
(
あ
な
た
は

本
當
に
聴
明
で
、
氣
が
利
き
、
粋
で
、
伊
達
な
お
方
)
」
に
作
る
。
『
予

選
』
の
舞
曲
は
語
順
こ
そ
異
な
る
も
の
の
「
式
風
流
、
武
窯
思
、
式
聴

明
、
武
浪
子
」
と
あ
り
、
京
本
に
判
っ
た
と
言
う
『
詞
壇
清
玩
」
本
に

同
じ
く
古
雅
な
表
現
を
探
っ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
『
二
選
』
の
曲
白
は
潮
溜
に
言
う
島
本
、
も
し
く
は

閾
本
を
洗
練
、
純
化
し
て
成
立
し
た
京
本
の
要
件
に
合
致
し
、
呉
本
、

漸
本
、
徽
本
に
同
一
の
も
の
は
存
在
し
な
い
(
1
2
)
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
選
好
と
の
封
校
、
及
び
『
詞
壇
清
玩
」

本
校
語
か
ら
す
れ
ば
、
『
合
選
』
が
京
本
系
に
属
す
る
選
本
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
上
掲
の
例
に
お
い
て
も
、
『
合
選
』
は
一
部
で

古
形
で
あ
る
青
本
の
曲
白
を
縫
醸
し
な
が
ら
も
、
口
語
的
要
素
を
含
ま

ず
、
概
ね
腕
曲
か
つ
雅
致
に
富
む
表
現
を
探
っ
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
節
度
を
保
っ
て
禮
教
の
枠
組
み
か
ら
の
逸
脱
を
容
認
す
る
よ
う
な

安
直
な
措
僻
は
忌
避
さ
れ
て
お
り
、
「
禮
教
主
義
、
腔
制
遵
守
の
思
想
、

典
雅
な
表
現
」
(
1
3
)
と
い
う
卜
書
人
階
層
の
好
尚
を
集
約
し
た
京
本
系
の

戯
曲
選
本
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
合

百
』
は
讃
書
人
を
受
容
者
階
層
に
据
え
、
南
京
に
流
血
し
た
完
本
で
あ

る
と
推
測
で
き
る
。

四
 
『
合
口
』
の
眉
欄
校
語

『
合
選
」
眉
欄
に
は
他
本
と
の
異
同
、
音
注
、

半
身
の
他
に
、
各
散

 
 
一
〇
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駒
の
用
字
や
構
成
に
關
す
る
校
語
が
施
さ
れ
て
い
る
。

 
校
異
が
該
書
の
系
統
を
知
ら
し
め
て
く
れ
る
こ
と
は
、
前
掲
の
ご
と

く
で
あ
る
。
ま
た
校
語
の
大
部
分
を
占
め
る
音
注
は
、
反
切
や
卒
灰
、

難
讃
字
に
封
ず
る
解
説
で
あ
る
。

 
語
繹
は
次
の
よ
う
に
曲
白
の
理
解
を
深
あ
る
た
あ
に
施
さ
れ
て
い

る
◎ 

巻
一
『
琵
琶
記
』
「
琴
訴
荷
池
」
【
獺
書
眉
】
三
曲
目
の
「
藍
田
日
暖

玉
生
姻
、
二
心
帝
春
心
托
杜
鴫
、
好
姻
縁
翻
爲
悪
白
頭
、
ロ
バ
伯
眼
底
知

音
少
、
雫
得
鷺
膠
績
断
絃
」
に
は
、
「
古
二
二
宇
治
蜀
、
構
望
帝
、
後

金
化
期
日
鵤
、
二
句
墨
田
隠
『
錦
蒜
」
詩
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
曲

僻
の
四
白
が
李
商
隠
「
錦
蒜
」
詩
の
三
句
目
以
降
の
「
…
…
荘
生
日
夢

迷
三
図
、
重
工
春
心
托
杜
鵤
、
槍
海
月
三
珠
有
涙
、
藍
田
日
暖
玉
生

姻
」
な
る
四
句
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

 
巻
四
『
題
紅
記
』
「
渓
島
牧
春
」
の
白
「
適
意
恭
喜
、
不
知
是
那
個

知
音
俊
愴
的
人
見
、
下
這
箇
玉
鏡
立
倣
聰
定
昇
」
に
「
温
量
定
面
当
劉

氏
女
、
以
玉
鏡
同
寸
聰
」
と
あ
る
の
は
、
『
世
説
新
語
』
「
假
講
」
篇
の

「
温
嬌
が
劉
聰
か
ら
得
た
思
潮
皇
を
納
徴
と
し
て
從
姑
劉
氏
の
娘
を
嬰

つ
た
」
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 
ま
た
用
字
、
構
成
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
校
語
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

 
巻
一
『
琵
琶
記
』
「
臨
粧
感
嘆
」
【
破
齊
陣
雲
】
「
翠
超
群
鷺
曜
日
、

香
錆
寳
鴨
臆
意
、
楚
館
雲
聞
、
秦
櫻
月
々
、
動
是
離
人
愁
思
、
目
皇
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

涯
雲
山
遠
、
親
心
高
堂
雪
髪
疎
、
縁
墨
書
也
無
」
に
は
「
『
翠
減
』
『
即

下
』
『
雲
間
』
『
月
冷
」
、
干
濃
華
中
寓
出
冷
淡
意
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

趙
五
車
が
化
粧
を
す
る
場
面
に
あ
っ
て
「
翠
減
」
「
香
錆
」
「
雲
間
」

「
月
冷
」
の
語
が
票
琶
と
の
別
離
の
心
情
を
よ
く
描
出
し
て
い
る
こ
と

を
言
う
の
で
あ
る
。

 
同
じ
く
「
琴
訴
荷
池
」
【
梁
州
序
】
三
、
四
曲
目
に
は
、
先
ず
「
此

二
月
前
四
句
、
母
上
三
白
皇
軍
。
『
新
篁
』
折
慮
『
櫻
皇
」
警
句
、
『
薔

薇
」
折
慮
『
一
架
』
重
句
、
『
向
晩
」
一
折
磨
『
捲
起
』
二
句
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
【
梁
州
序
】
一
曲
目
「
新
馬
池
閣
」
句
が
直
前
の
【
焼
夜

香
】
の
「
櫻
突
倒
豊
里
池
塘
」
に
、
二
曲
目
「
薔
薇
簾
箔
」
句
が
同
じ

く
「
一
葦
茶
藤
満
堰
絡
＝
v
に
、
三
曲
目
「
向
晩
來
雨
過
重
軒
」
句
が
や

は
り
同
日
の
「
捲
起
倉
見
」
に
呼
指
し
て
い
る
の
に
辛
し
て
、
同
三
、

四
曲
目
の
冒
頭
四
句
の
形
式
が
一
、
二
曲
目
と
は
別
艦
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
(
1
4
)
。
ま
た
「
或
照
日
既
刊
、
又
安
得
点
棋
聲
、

殊
不
知
詞
意
思
。
一
日
言
誤
、
自
軍
相
互
」
と
言
う
の
は
、
【
焼
夜
香
】

末
尾
に
「
明
月
正
上
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
【
梁
州
序
】
一
曲

目
に
「
忽
聴
棋
聲
驚
書
眠
」
と
あ
る
の
が
意
味
上
の
齪
酷
を
來
し
て
い

る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
更
に
「
四
『
眠
』
字
、
和
食
自
然
」
と
言

い
、
【
梁
州
序
】
全
四
曲
の
末
尾
が
「
送
籍
棋
聲
愚
書
眠
」
「
我
欲
向
南

憲
一
酔
眠
」
「
深
堰
莱
ｩ
昏
獺
去
眠
」
「
月
照
紗
樹
人
未
眠
」
の
ご
と
く
全

て
「
眠
」
字
で
終
わ
る
妙
を
推
賞
し
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
校
語
は
い
ず
れ
も
該
書
を
讃
み
、
竪
賞
す
る
際
の
た
め
の



㎜
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
異
同
、
音
注
、
語
呂
、
そ
し

て
用
字
、
構
成
論
共
に
讃
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
は
充
分
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
該
書
が
讃
曲
に
供
さ
れ
た
脚
本
で
あ
り
、
聖
書
人
階

層
を
受
容
者
に
据
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
煤
李
奄
ﾉ
物
語
っ
て
い
る
。

因
に
戯
曲
脚
本
に
校
語
が
施
さ
れ
た
も
の
は
敷
多
く
存
す
る
け
れ
ど

も
、
同
時
期
の
戯
曲
選
本
に
は
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
清
重
修
部
分
に
は

言
う
ま
で
も
な
く
磁
界
は
無
い
。

五
 
『
合
選
』
と
「
通
行
本
」
と
の
關
係

 
で
は
『
合
選
』
は
「
通
行
本
」
(
矩
)
と
煤
莱
ｽ
な
る
關
係
を
有
す
る
の

か
。 

『
合
選
』
「
通
行
本
」
共
に
同
じ
散
駒
が
牧
め
ら
れ
る
も
の
は
、
巻

一
『
琵
琶
記
』
「
伯
階
慶
壽
」
「
票
公
星
羅
」
「
南
浦
囑
別
」
「
琴
訴
荷

池
」
、
『
荊
銀
記
」
「
十
朋
祭
江
」
、
『
白
冤
記
』
「
猟
同
訥
父
」
、
『
二
親

記
』
「
逆
群
婚
親
」
、
単
二
『
幽
閨
記
』
「
兵
火
違
離
」
「
途
中
邊
遁
」

「
幽
懐
密
訴
」
、
『
繰
櫻
記
』
「
破
審
分
挟
」
、
『
涜
沙
記
』
「
萢
叢
遊
春
」

環
」
、
巻
三
『
南
西
廟
記
』
「
佛
殿
奇
逢
」
「
遣
碑
請
生
」
「
磨
砂
反
回
」
、

『
玉
箸
記
』
「
絃
裡
傳
情
」
「
逗
子
佳
期
」
、
『
七
十
記
』
「
二
言
錆
魂
」

「
儒
護
郎
寒
」
「
別
目
勧
學
」
、
巻
四
『
祝
髪
記
』
「
達
磨
嵩
化
」
、
『
紅

梨
記
」
「
再
訪
」
の
十
三
種
二
十
六
駒
で
あ
る
。
こ
の
他
は
「
通
行
本
」

に
輯
録
さ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
巻
一
『
北
西
廟
記
』
『
草
自
記
』
『
金
釧

 
 
明
刻
清
康
三
間
重
修
本
『
綴
白
嚢
合
選
」
初
探
(
根
ヶ
山
)

記
』
『
四
徳
記
」
『
伍
高
曇
』
、
巻
二
『
四
黒
点
』
、
巻
三
『
玉
雲
影
』

『
連
唱
記
』
『
玉
環
記
』
『
金
丸
記
」
『
紅
藥
記
』
、
巻
四
『
紅
彿
記
』

『
玉
合
記
』
『
緑
所
記
』
『
紫
銀
記
」
『
題
暗
記
」
『
灌
園
記
」
『
投
筆
記
』

『
漁
戸
記
』
『
青
鷺
記
』
『
還
下
記
」
『
五
珠
記
』
の
二
十
二
種
三
十
八

駒
は
戯
曲
自
艦
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 
こ
こ
で
は
爾
者
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
普
救
寺
に
寄
寓
す
る

張
生
が
消
遣
の
た
め
に
境
内
の
散
策
に
出
掛
け
た
鶯
鶯
を
見
初
あ
る
巻

三
『
南
西
廟
記
」
「
佛
殿
奇
逢
」
の
【
園
林
好
】
曲
を
例
示
し
た
い
。

 
先
ず
『
合
選
』
で
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
 
［
旦
］
偶
喜
得
片
時
稽
聞
、
且
和
祢
尋
芳
二
野
。
那
鵬
鵡
在
睡
中

 
 
巧
嚇
。

 
 
 
［
紅
］
姐
姐
、
前
面
有
人
來
了
。
［
旦
］

 
 
慕
聴
自
剃
人
言
、
只
索
要
自
同
罪
。

 
 
旦
(
鶯
鶯
)
”
嬉
し
い
こ
と
に
暫
し
の
時
間
を
得
、
そ
な
た
と
花

 
 
 
を
愛
で
て
憂
さ
晴
ら
し
。
か
の
籠
の
高
な
る
鵬
鵡
は
巧
み
に
噌

 
 
 
り
を
り
。

 
 
 
紅
(
紅
娘
)
”
お
嬢
様
、
向
こ
う
か
ら
人
が
参
り
ま
す
。

 
 
旦
”
俄
に
人
の
聲
を
聞
き
つ
け
て
蹄
ら
ん
と
す
。

 
一
方
、
「
通
行
本
」
七
子
「
遊
殿
」
で
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て

い
る
。

 
 
［
旦
］
偶
製
図
片
時
三
婆
、

 
 
 
［
貼
］
小
姐
、
自
古
説
「
楡
得
浮
生
著
聞
閑
囎
」
。
［
旦
］

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二



魍
 
 
東
方
學
第
九
十
三
輯

 
 
且
和
祢
向
花
前
自
験
。

 
 
 
［
内
作
言
寄
叫
介
］
［
貼
］
小
論
、
祢
聴
那
鵬
寄
叫
鄙
野
自
筆
。

 
 
 
［
旦
］

 
 
那
鵬
鵡
在
櫓
前
巧
嚇
。

 
 
 
［
小
生
、
付
上
］
［
付
］
張
相
公
、
幾
採
草
。

 
 
 
［
小
生
］
請
圷
。
［
旦
］

 
 
薙
膵
管
有
人
言
、
須
索
要
三
廻
還
。

 
 
 
旦
(
鶯
鶯
)
”
嬉
し
い
こ
と
に
暫
し
の
時
間
を
得
、

 
 
 
貼
(
紅
娘
)
”
お
嬢
様
、
昔
か
ら
「
浮
世
を
逃
れ
て
牛
日
暇
」

 
 
 
 
と
申
し
ま
す
わ
。

 
 
旦
”
そ
な
た
と
花
を
愛
で
て
憂
さ
晴
ら
し
。

 
 
 
〔
内
で
鵬
寄
の
鳴
く
聲
〕

 
 
 
貼
”
お
嬢
様
、
あ
の
鵬
寄
の
鳴
き
聲
は
素
敵
で
す
こ
と
。

 
 
旦
”
か
の
櫓
先
な
る
悪
澄
は
巧
み
に
噌
り
を
り
。

 
 
 
〔
小
生
(
言
書
)
・
付
(
小
檜
)
登
場
〕

 
 
 
付
”
張
旦
那
、
こ
っ
ち
に
お
出
で
な
さ
れ
。

 
 
 
小
生
”
お
先
に
ど
う
ぞ
。

 
 
旦
”
俄
に
人
の
聲
を
聞
き
つ
け
て
鯖
ら
ん
と
す
。

 
こ
こ
に
掲
げ
た
部
分
に
限
っ
て
も
、
「
通
行
本
」
で
は
新
た
な
登
場

人
物
が
加
え
ら
れ
て
白
が
冗
長
に
な
る
と
同
時
に
、
四
白
ま
で
も
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
蘇
白
に
弄
し
て
は
「
通
行
本
」
の
『
琵
琶
記
』
「
同

慶
」
(
巨
編
)
・
「
早
戸
」
(
二
編
)
・
「
分
別
」
(
八
編
)
・
「
賞
荷
」
(
三
編
)
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三

『
尋
親
記
』
「
飯
店
」
(
初
編
)
、
『
繰
櫻
記
』
「
爆
風
」
(
四
点
)
、
『
南
西

廟
記
』
「
跳
播
」
「
着
碁
」
(
平
編
)
、
『
誘
世
論
」
「
當
巾
」
(
十
編
)
に
も

見
え
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
合
選
」
の
同
場
面
で
あ
る
『
琵
琶

記
』
「
伯
階
慶
壽
」
「
票
公
逼
試
」
「
南
浦
囑
別
」
「
琴
訴
荷
池
」
、
『
尋
親

記
」
「
逆
族
逢
親
」
、
『
書
癖
記
」
「
破
牢
分
量
」
、
『
南
西
年
記
』
「
臨
期

反
約
」
、
『
紡
嬬
記
」
「
堕
計
錆
魂
」
に
は
混
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

他
、
『
合
選
」
と
同
一
の
散
駒
の
み
な
ら
ず
「
通
行
本
」
で
は
概
し
て

曲
僻
の
大
幅
な
副
略
や
刷
去
、
白
の
通
俗
化
が
見
ら
れ
、
ま
た
ざ
陽

腔
、
榔
子
腔
な
ど
地
方
劇
の
散
繭
も
黒
め
ら
れ
て
お
り
、
昆
山
腔
の
選

本
で
あ
る
「
合
選
」
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
俗
尚
に
堕
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
『
合
選
』
と
「
通
行
本
」
と
の
間
で
は
、
輯
録
さ
れ

る
散
繭
が
一
致
せ
ず
、
同
一
戯
曲
の
同
一
場
面
で
あ
り
な
が
ら
大
幅
な

出
入
が
認
め
ら
れ
、
方
言
の
混
入
、
管
腔
の
種
類
に
お
い
て
も
差
異
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
爾
者
が
分
化
の
過
程
を
異
に
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
よ
う
。
ま
た
「
通
行
本
」
は
實
際
に
観
劇
や
上
演
の
用
に
供
さ
れ

て
お
り
(
1
6
)
、
『
合
選
』
が
讃
曲
用
の
脚
本
で
あ
る
の
と
は
明
ら
か
に
別

趣
で
あ
る
。

六
 
結
 
語

 
以
上
に
縷
述
し
た
よ
う
に
、
『
合
選
」
は
南
京
に
流
透
し
た
京
本
系

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
「
通
行
本
」



獅
は
蘇
白
演
出
本
の
系
統
に
位
置
す
る
。
こ
れ
は
脚
本
分
化
の
過
程
に
お

い
て
、
「
呉
本
系
の
通
俗
性
を
克
服
す
る
方
向
」
(
1
7
)
で
獲
展
し
、
讃
書

人
階
層
に
供
し
得
る
内
容
に
輔
化
し
た
段
階
に
属
す
る
も
の
か
、
「
臭

本
系
自
艦
の
内
部
で
、
通
俗
的
な
漂
白
が
増
大
し
て
、
演
出
の
重
嵩
が

曲
文
よ
り
も
む
し
ろ
蘇
白
に
移
」
(
1
8
)
り
、
庶
民
階
層
を
封
象
と
す
る
内

容
に
攣
容
し
た
選
本
か
の
差
異
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
合
口
』
と

「
通
行
本
」
は
、
輯
録
さ
れ
る
散
駒
の
不
一
致
、
曲
僻
や
白
の
大
幅
な

異
同
、
聲
腔
の
多
様
化
の
ご
と
き
側
面
の
み
で
な
く
、
脚
本
分
化
に
お

い
て
も
全
く
異
な
る
経
路
を
辿
っ
て
お
り
、
し
か
も
封
極
に
位
置
す
る

受
容
者
階
層
を
封
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
曲
僻
や
白
の

直
孫
の
襲
用
翠
煙
を
保
ち
得
る
要
件
に
鉄
け
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
上

掲
の
李
克
明
や
程
大
衡
、
李
震
の
序
文
に
言
う
「
通
行
本
」
編
書
の
過

程
は
、
あ
る
い
は
『
綴
白
襲
』
が
玩
花
主
人
の
手
に
成
る
証
本
か
ら
、

典
雅
を
旨
と
す
る
『
合
選
』
と
、
通
俗
白
を
鑛
め
た
「
通
行
本
」
の
二

系
統
に
分
化
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
か
(
1
9
)
。

 
と
も
あ
れ
、
『
狸
汁
裏
」
と
銘
打
つ
選
本
は
上
述
の
ご
と
き
多
様
な

攣
容
を
途
げ
な
が
ら
も
、
同
じ
下
構
で
行
わ
れ
績
け
た
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
「
通
行
本
」
と
は
系
統
を
異
に
す
る
『
還
元
蓑
」
が
明
末
に

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
一
辺
だ
け
で
は
な
く
、
明
末
か
ら
清

中
葉
に
至
る
『
綴
白
裏
』
の
成
書
と
演
攣
の
様
相
を
明
確
に
知
ら
し
め

て
く
れ
る
と
い
う
嵩
に
お
い
て
、
『
合
選
」
の
存
在
意
義
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
。
す
な
わ
ち
『
合
選
」
は
戯
曲
史
上
に
お
い
て
閑
却
で
き
な

 
 
明
刻
清
康
煕
間
重
修
本
『
綴
白
嚢
合
選
」
初
探
(
根
ヶ
山
)

い
選
本
な
の
で
あ
る
。

 
注(

1
)
 
孫
楷
第
氏
「
綴
白
鼠
合
選
四
巻
」
(
『
戯
曲
小
説
書
目
解
題
』
、
人
民

 
 
文
學
出
版
杜
、
一
九
九
〇
)
、
傅
惜
華
氏
『
明
代
跨
下
全
射
」
「
引
用
書

 
 
籍
解
題
」
(
人
民
文
學
出
版
杜
、
一
九
五
九
)
、
周
妙
中
氏
「
江
南
訪
曲

 
 
録
要
」
(
『
文
史
』
第
二
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
)
、
同
氏
「
三
白

 
 
襲
合
力
」
(
『
清
代
戯
曲
史
』
第
七
章
「
曲
選
和
曲
譜
」
、
中
州
謎
謎
出

 
 
版
杜
、
一
九
八
七
)
、
呉
寒
雷
氏
「
『
綴
白
裏
』
的
來
龍
去
脈
」
(
『
南
京

 
 
大
足
學
報
」
一
九
八
三
年
第
三
期
)
。

(
2
)
 
野
掛
雄
氏
「
舶
載
書
目
所
録
綴
白
襲
全
集
繹
義
」
(
『
中
國
墨
黒
史
論

 
 
稿
』
、
國
家
出
版
杜
、
一
九
九
五
。
延
言
『
天
理
大
斜
脚
報
』
第
一
四

 
 
〇
輯
、
一
九
八
三
、
に
大
幅
な
補
訂
を
加
え
た
も
の
)
に
は
、
後
掲

 
 
『
餐
徴
歌
集
』
に
時
代
が
近
い
と
推
定
す
る
。

(
3
)
 
馬
廉
湿
生
に
つ
い
て
は
大
塚
秀
高
氏
「
北
京
観
書
記
 
そ
の
一
-
北

 
 
京
大
學
と
丁
零
書
1
」
(
『
順
潮
』
第
七
號
、
汲
古
書
堰
浴
A
一
九
八
五
)

 
 
に
詳
し
い
。

(
4
)
 
陳
西
人
民
出
版
杜
、
一
九
八
七
。
手
書
の
「
綴
代
版
刻
」
の
條
に

 
 
は
、
李
漁
の
「
金
陵
翼
聖
堂
」
刊
『
四
六
初
徴
』
十
六
巻
(
康
煕
十
年

 
 
刊
)
、
及
び
「
翼
聖
堂
」
刊
『
閑
情
偶
寄
』
十
六
巻
が
著
録
さ
れ
る
。

(
5
)
 
全
文
は
「
白
裏
一
書
、
萌
自
醒
齋
、
豚
後
至
再
至
三
、
至
別
至
廣
、

 
 
雨
雪
汗
牛
充
棟
、
但
購
諸
選
一
玩
三
者
、
三
三
旧
刊
三
三
、
本
坊
敦
請

 
 
圃
先
生
、
博
採
疎
林
、
詳
略
敷
四
、
廣
実
話
廣
、
集
千
三
以
成
裏
、
精

 
 
釜
濃
密
、
和
五
華
僑
作
庵
、
誠
曲
譜
之
金
隈
、
梨
園
之
雅
奏
也
、
弍
唱

 
 
三
嘆
、
識
者
珍
之
」
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
四



鵬

東
方
學
第
九
十
三
輯

(
6
)
 
全
文
は
「
山
人
選
六
十
種
之
絶
妙
以
成
書
、
猶
探
千
狐
之
雨
雫
成
裏

 
 
者
也
、
慨
自
屈
卒
・
嫡
室
始
千
官
怨
辛
深
、
蘇
武
・
李
胎
生
於
別
離
之

 
 
代
、
蓋
導
音
之
道
、
瓢
灘
無
端
、
比
事
坐
卓
、
榿
切
入
情
、
蛇
田
於
牢

 
 
騒
之
鯨
、
赫
々
於
憂
愁
中
坐
、
昔
都
尉
鴛
鴛
、
纏
綿
広
帯
、
捷
仔
霜

 
 
雪
、
嚢
越
清
眞
、
下
此
伶
人
程
度
、
才
士
傳
奇
、
盛
於
元
代
、
錐
傳
室

 
 
谷
之
音
、
囎
性
情
之
響
、
即
□
眞
琵
琶
、
亦
不
過
一
二
劇
、
令
人
稗

 
 
恰
、
妙
絶
古
今
、
鯨
劇
珈
柳
、
儘
可
抹
熟
、
有
明
早
急
之
問
、
西
崖
・

 
 
若
書
・
文
話
・
中
郎
掃
出
、
集
束
里
・
赤
水
之
梓
、
逢
出
隅
采
、
鈎
深

 
 
曲
面
、
描
窺
霊
界
、
忠
臣
・
烈
士
・
貞
夫
・
遊
女
・
英
雄
・
豪
傑
、
利

 
 
鈍
成
敗
之
局
、
髪
髪
娩
省
、
嚴
具
於
聲
板
、
感
其
善
心
、
懲
其
秩
志
、

 
 
曲
之
爲
技
小
、
爲
功
大
也
、
明
 
、
謂
之
董
工
演
化
工
可
、
有
聲
作
無

 
 
聲
亦
可
、
藪
集
興
會
所
及
、
十
王
審
義
、
難
曲
副
章
、
首
桶
下
里
逸
士

 
 
之
作
多
、
歎
詠
金
甲
思
婦
之
情
切
、
鏡
騎
鼓
吹
、
巷
閾
童
謡
、
無
非
野

 
 
其
薙
籍
、
導
其
梱
慷
、
山
人
咀
精
華
而
吐
糟
粕
、
去
陳
腐
而
更
新
頴
、

 
 
彙
以
成
書
、
横
塑
所
致
、
俳
徊
宇
宙
、
上
下
千
古
、
若
同
堂
、
若
共
夕

 
 
笑
語
訥
傲
、
名
山
大
川
、
花
鳥
風
月
、
有
不
能
忽
然
者
、
非
逃
名
於
露

 
 
指
顧
泡
再
説
、
正
棟
其
向
往
事
企
之
心
、
展
巻
繹
然
、
道
捗
以
芥
子
作

 
 
須
彌
観
、
正
欲
以
一
朋
當
牙
籔
書
軸
哉
、
駅
馬
之
叙
」
。

(
7
)
 
明
刻
部
分
は
巻
一
第
三
葉
の
、
清
重
修
部
分
は
巻
一
第
一
葉
の
計
測

 
 
値
に
よ
る
。

(
8
)
 
本
稿
で
は
『
玉
樹
英
』
『
樂
府
萬
象
新
』
『
大
明
天
下
春
』
は
李
幅
清

 
 
(
b
d
。
カ
一
h
け
一
口
)
・
李
李
雨
氏
編
『
海
外
孤
本
晩
明
戯
劇
選
集
三
種
』
(
上

 
 
海
古
籍
出
版
肚
、
一
九
九
三
)
所
書
の
影
印
本
を
、
『
纏
頭
百
二
二
集
」

 
 
『
雷
門
清
音
』
は
北
京
圖
書
館
善
本
特
薗
部
藏
本
を
用
い
た
他
は
、
全

 
 
て
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
第
一
・
二
・
四
輯
(
皇
湾
學
生
繭
局
、
一
九
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五

 
 
四
、
一
九
八
七
)
所
牧
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。
尚
、
こ
れ
ら
の
選
本
の

 
 
内
容
に
つ
い
て
は
、
傅
芸
子
氏
「
東
京
観
書
記
」
「
内
閣
文
庫
讃
曲
績

 
 
記
」
(
『
白
川
集
』
、
文
求
堂
、
一
九
四
三
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)
 
田
仲
一
成
氏
「
十
五
・
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
愛
質

 
 
に
つ
い
て
(
五
)
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
七
十
二
朋
、
一
九

 
 
七
七
、
二
七
三
～
二
七
五
頁
。
後
、
『
琵
琶
記
』
の
み
『
中
置
祭
祀
演

 
 
劇
研
究
」
、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
一
、
に
再
録
)
の
分
類
に
よ

 
 
り
、
田
仲
氏
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
な
い
常
本
の
分
類
は
私
見
に
よ

 
 
る
。
勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戯
曲
の
制
作
年
代
が
異
な
る
た
め
、
全
て
の

 
 
脚
本
が
こ
こ
に
掲
げ
た
分
化
の
過
程
に
封
慮
す
る
わ
け
で
は
決
し
て
な

 
 
い
。

(
1
0
)
 
沈
自
門
『
南
詞
新
譜
』
巻
十
二
「
南
呂
過
曲
」
に
は
こ
の
曲
が
例
示

 
 
さ
れ
、
「
古
今
愁
、
誰
似
我
目
下
這
義
旗
、
聴
軍
馬
駿
、
人
闇
語
稠
、

 
 
向
歯
林
中
躾
避
、
ロ
ハ
恐
有
人
捜
」
に
作
っ
て
い
る
。
岩
城
秀
夫
氏
「
戯

 
 
曲
言
銀
豆
は
い
か
に
改
作
さ
れ
て
い
る
か
」
(
『
中
野
戯
曲
演
劇
研
究
』
、

 
 
創
文
杜
、
一
九
七
三
。
原
載
『
中
和
文
學
報
』
第
六
冊
、
一
九
五
七
)

 
 
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
本
系
以
外
の
選
出
に
は
面
訴
の
大
幅
な

 
 
愛
改
に
起
因
す
る
失
韻
が
頻
見
す
る
。

(
1
1
)
 
本
文
中
に
例
示
し
得
な
か
っ
た
京
本
系
の
『
月
露
音
』
『
四
三
南
音
」

 
 
『
萬
堅
清
音
』
『
萬
錦
清
音
』
の
曲
白
は
『
合
選
』
と
合
致
す
る
が
、

 
 
呉
本
系
の
『
纏
頭
百
練
二
集
』
、
ざ
陽
腔
本
系
の
『
徽
池
影
干
』
と
は

 
 
異
な
っ
て
い
る
。

(
1
2
)
 
『
詞
壇
清
玩
琵
琶
記
』
は
東
京
大
學
文
學
部
藏
敵
本
を
、
同
『
西
廟

 
 
記
」
は
中
華
書
局
影
印
(
一
九
六
三
)
刊
本
を
用
い
た
。
東
京
大
學
藏

 
 
本
の
閲
覧
に
際
し
て
は
大
木
康
氏
の
ご
好
意
を
賜
わ
っ
た
。
こ
れ
以
外



m  
 
で
『
詞
壇
清
玩
』
本
に
京
本
と
注
記
す
る
曲
僻
と
『
衿
回
』
が
合
致
す

 
 
る
も
の
に
は
、
『
琵
琶
記
』
「
氏
洛
�
N
試
」
【
一
躯
梅
】
、
「
南
浦
囑
別
」

 
 
【
江
見
水
】
・
【
鵬
鵡
天
】
、
「
琴
訴
荷
下
」
【
梁
州
序
】
、
「
中
秋
望
月
」

 
 
【
古
輪
皇
】
二
曲
目
後
牟
、
『
西
堅
甲
』
「
月
下
佳
期
」
【
油
胡
盧
】
前

 
牟
・
【
ム
】
(
【
勝
萌
薦
】
二
丁
目
)
が
あ
る
。

(
1
3
)
 
前
掲
注
(
9
)
田
仲
謬
論
文
二
〇
八
頁
。

(
1
4
)
 
『
南
詞
新
譜
』
巻
十
二
「
南
呂
州
曲
」
に
は
【
梁
州
序
】
一
曲
目
を

 
 
例
示
し
て
、
二
曲
目
と
共
に
【
梁
州
新
郎
】
と
表
示
す
る
。
同
じ
く
後

 
 
牛
二
曲
は
【
梁
州
序
】
に
作
り
、
隠
栖
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

(
1
5
)
 
本
稿
で
は
「
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
」
(
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
第
五
輯
所

 
 
牧
)
を
用
い
た
。

(
1
6
)
 
梁
章
鋸
『
浪
跡
密
談
』
巻
六
「
文
尼
武
班
」
に
は
「
在
京
二
日
、
有

 
 
京
官
專
嗜
毘
腔
者
。
毎
観
劇
、
必
灘
『
綴
白
襲
」
於
几
、
以
手
按
板
拍

 
 
節
。
撃
目
之
爲
專
門
名
家
、
余
窃
笑
之
」
、
『
遇
雲
閣
曲
譜
』
冒
頭
に
附

 
 
さ
れ
る
同
治
九
年
目
一
八
七
〇
)
の
遇
雲
閣
主
人
序
に
は
「
後
出
『
綴

 
 
白
襲
』
、
白
文
倶
全
、
善
歌
者
輩
奉
爲
指
南
、
奈
相
沿
至
今
」
と
あ
る
。

(
1
7
)
(
1
8
)
 
前
掲
注
(
9
)
田
仲
氏
論
文
二
一
〇
頁
。

(
1
9
)
 
前
掲
注
(
1
)
周
氏
、
臭
氏
論
文
、
及
び
前
掲
注
(
2
)
林
氏
論
文

 
 
に
は
慈
水
陳
二
球
参
訂
、
玩
玉
櫻
主
人
重
輯
『
新
刻
較
正
側
板
毘
腔
雑

 
 
劇
綴
白
裏
全
集
』
(
乾
隆
四
年
・
一
七
三
九
、
陳
二
球
序
刊
本
)
、
『
綴

 
 
白
裏
』
(
雍
正
二
年
・
一
七
二
四
、
陳
二
球
序
、
友
聚
堂
藏
版
)
、
楊
仲

 
 
芳
校
正
「
績
綴
白
襲
』
(
雍
正
間
最
樂
堂
梓
)
、
洞
庭
篇
士
選
輯
、
湖
南

 
 
主
人
校
貼
『
綴
白
裏
三
三
』
(
雍
正
四
年
・
享
保
十
一
年
・
一
七
二
六

 
 
の
『
舶
載
書
目
』
所
掲
)
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

 
明
刻
清
康
寸
間
重
修
本
『
綴
白
襲
合
選
』
初
探
(
根
ヶ
山
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